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《
半
蔀
》
の
小
書
「
立
花
供
養
」
の
諸
相

山　

中　
　

玲　

子

は
じ
め
に

能
《
半
蔀
》
は
、
そ
の
曲
柄
を
「
恋
の
喜
び
を
素
直
に
描
い
た
愛
く
る
し
い
短
編
」（
筑
摩
書
房
『
能
楽
大
事
典
』）、「
光
源
氏
と
の
恋
の
思
い

出
を
主
に
、
夕
顔
の
女
の
純
情
を
描
い
た
小
品
」（
平
凡
社
『
新
訂
増
補
能
・
狂
言
事
典
』）な
ど
と
捉
え
ら
れ
、
本
曲
よ
り
も
類
曲
の
《
夕
顔
》
の
ほ

う
が
「
構
成
そ
の
他
に
お
い
て
本
格
的
に
作
ら
れ
て
い
る
」（
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
謡
曲
集
』。
以
下
「
全
集
」）と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

そ
の
成
立
事
情
に
は
謎
の
部
分
が
多
い
。
記
録
上
の
初
出
は
天
文
十
年
正
月
石
山
本
願
寺
で
の
松
囃
子
能
で
演
じ
ら
れ
た
「
夕
顔
半
蔀
之
也

」

（『
証
如
上
人
日
記
』）と
い
う
記
事
だ
が
、
こ
の
記
載
自
体
が
、
現
行
《
半
蔀
》
に
あ
た
る
能
を
「
夕
顔
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
作
者
付
資
料
に
は
複
数
の
「
夕
顔
」
ま
た
は
「
夕
顔
上
」
の
曲
名
が
挙
げ
ら
れ
、
多
く
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
作

者
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
曲
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
複
数
の
「
夕
顔
」、
特
に
『
能
本
作
者
註
文
』（
一
五
二
四
年
）

に
記
さ
れ
た
、
内
藤
河
内
守
作
の
「
夕
兒
ノ
上
」
と
の
関
係
や
、
寛
正
六
年（
一
四
六
五
年
）に
観
世
の
演
能
記
録（『
親
元
日
記
』）が
見
え
る
「
夕

顔
」
と
の
関
係
等
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
内
藤
左
衛
門（
河
内
守
）作
と
さ
れ
る
「
夕
兒
ノ
上
」
を
《
半
蔀
》
と
す
る
通
説
へ
の
異
議
や
、

『
能
楽
作
者
註
文
』
の
内
藤
河
内
守
に
関
す
る
説
自
体
を
無
条
件
に
信
じ
る
こ
と
の
危
険
に
つ
い
て
は
、
拙
考
「
素
人
作
の
源
氏
能
─
内
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藤
河
内
守
作
「
夕
兒
ノ
上
」
と
〈
半
蔀
〉〈
夕
顔
〉

（
注
１
）」
以
来
何
度
か
申
し
立
て
て
き
た
が
、
資
料
に
見
え
る
複
数
の
「
夕
顔
」
や
「
夕
顔

上
」
と
現
行
曲
《
夕
顔
》《
半
蔀
》
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
旧
稿
で
挙
げ
た
以
上
の
手
が
か
り
も
な
く
、
想
像
の
域
を
出
よ
う

が
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
も
う
一
つ
の
通
説

─
本
曲
は
小
書
「
立
花
供
養
」
の
よ
う
に
立
花
を
出
す
形
が
本
来
の
演
出
で
あ
る

─
に
つ

い
て
、
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。《
半
蔀
》
が
か
つ
て
は
「
夕
顔
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛

正
六
年
に
演
じ
ら
れ
た
「
夕
顔
」
を
《
半
蔀
》
に
結
び
つ
け
に
く
い
の
は
、
能
《
半
蔀
》
が
冒
頭
に
引
い
た
よ
う
に
「
愛
く
る
し
い
短

編
」「
小
品
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
蔀
に
瓢
箪
を
飾
る
作
リ
物
や
「
本
来
の
演
出
」
と
さ
れ
る
立
花
供
養
の
演
出
が
、
室

町
末
期
の
風
流
や
立
花
の
流
行
を
踏
ま
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
美
麗
な
半
蔀
屋
の
作
リ
物
や
立
花

は
、
本
当
に
能
《
半
蔀
》
に
と
っ
て
本
質
的
な
趣
向
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

半
蔀
屋
の
作
リ
物
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、「
夕
顔　

半
蔀
之
也
」
と
い
う
記
述
や
、
古
写
謡
本
、
伝
書
等
に
見
え
る
「
半
蔀
夕
顔
」

と
い
う
曲
名
か
ら
も
想
像
で
き
る
が
、
古
く
は
現
行
の
半
蔀
屋
や
半
蔀
門
で
は
な
く
藁
屋
か
ら
後
シ
テ
が
登
場
す
る
形
な
ど
も
在
っ
た
こ

と
が
小
田
幸
子
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
注
２
）、

必
ず
し
も
本
来
の
演
出
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
他
方
、
立
花
の

小
書
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
証
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
左
掲
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

〇�

華
道
池
之
坊
の
作
法
に
よ
る
立
花
の
作
リ
物
を
正
先
へ
出
し
、
ワ
キ
が
こ
れ
に
向
か
い
回
向
す
る
小
書
「
立
花
」（
宝
・
春
・
喜
）、「
立

花
供
養
」（
観
・
剛
）が
あ
る
。
冒
頭
、
ワ
キ
が
立
花
供
養
を
行
う
旨
を
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
立
花
を
供
養
す
る
演
出
が
本
来

の
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
立
花
に
生
花
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
）。�

（『
能
楽
大
事
典
』）

〇�

ワ
キ
の
〈
名
ノ
リ
〉
か
ら
み
て
、《
立
花
供
養
》
の
演
出
が
本
来
の
も
の
だ
ろ
う
。�

（「
全
集
」
解
題
）
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た
し
か
に
、
ワ
キ
の
科
白
は
以
下
の
通
り
で
、
花
の
供
養
を
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

　
［�
名
ノ
リ
］（
ワ
キ
詞
）是
は
都
北
山
紫
野
雲
林
院
に
す
ま
ゐ
仕
僧
に
て
候
。
さ
て
も
わ
れ
一
夏
の
間
花
を
た
て
候
。
は
や
安
居
も
過
が

た
に
成
候
へ
ば
。
色
よ
き
花
を
あ
つ
め
。
花
の
供
養
を
と
り
を
こ
な
は
ば
や
と
存
候
。

　
［�

□
］（
色
）敬
つ
て
申
立
花
供
養
の
事
。
右
非
情
草
木
た
り
と
い
へ
ど
も
。
此
花
光
陰
に
開
け
た
り
。
あ
に
心
な
し
と
言
は
ん
や
。
な

か
ん
づ
く
泥
を
出
し
蓮
。
一
乗
妙
典
の
題
目
な
り
。
此
結
縁
に
ひ
か
れ
。
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
道
。

�

（
鴻
山
文
庫
蔵
『
室
町
末
期
筆
長
頼
本
』　

句
読
点
を
付
し
漢
字
を
宛
て
て
い
る
）

だ
が
、《
井
筒
》
の
シ
テ
が
「
こ
れ
な
る
塚
に
回
向
の
気
色
」
を
見
せ
て
も
そ
こ
に
実
際
に
塚
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、《
天
鼓
》
の
ア
イ

が
管
弦
講
の
楽
器
を
並
べ
上
げ
て
も
舞
台
上
に
楽
人
が
登
場
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
が
能
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
懺
法
で
弔
う
と
詞
章
に
あ

る
《
朝
長
》「
懺
法
」
や
、
シ
テ
弁
慶
が
延
年
之
舞
を
舞
う
こ
と
が
詞
章
か
ら
読
み
取
れ
る
《
安
宅
》「
延
年
」
等
、
詞
章
に
相
応
し
た
小

書
演
出
が
本
来
の
演
出
の
名
残
と
い
う
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
江
戸
時
代
に
小
書
演
出
が
整
え
ら
れ
て
い
く
よ
り
は
る
か
前

か
ら
「
後
出
は
、
懺
法
太
こ
の
事
…
」（
樋
口
石
見
守
奥
書
『
鼓
之
書
』
朝
長
）の
よ
う
に
、
当
該
曲
の
本
来
の
演
出
の
習
い
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、《
半
蔀
》
の
「
立
花
供
養
」
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な
記
述
も
見
出
せ
な
い
。
無
い
こ
と
の
証
明
は
で
き
な
い
が
、《
半
蔀
》

の
詞
章
だ
け
を
根
拠
に
立
花
供
養
の
演
出
が
本
来
の
も
の
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
通
説
に
反
す
る
主
張
は
、
山
中
と
は
ま
っ
た
く
別
の
視
点
か
ら
村
上
湛
氏
「
立
花
と
能
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る（『
国
立
能
楽
堂
』
259
。

二
〇
〇
五
年
三
月
）。
村
上
氏
の
論
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
現
在
の
諸
流
の
演
出
「
立
花
供
養
」
に
出
さ
れ
る
立
花
が
正
統
な
立
花
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
本
来
の
立
花
は
「
定
ま
っ
た
不
動
の
場
所
で
立
て
、
最
後
に
水
を
さ
し
露
を
打
つ
こ
と
で
立
調
を
終
え

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
舞
台
上
の
操
作
に
は
も
と
も
と
無
理
が
あ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
屋
外
で
の
上
演
で
は
風
が
吹
く

と
花
瓶
が
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
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�

こ
れ
が
御
前
能
で
あ
れ
ば
役
者
は
面
目
を
失
う
。「
立
花
供
養
」
が
「
半
蔀
」
本
来
の
演
出
で
は
な
い
か
と
の
推
量
は
、
こ
の
一
事

を
も
っ
て
し
て
も
大
い
に
疑
わ
し
い
。（
元
来
こ
の
小
書
「
立
花
」
は
生
花
を
使
わ
ず
、
造
花
の
作
り
物
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。）

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
氏
の
論
は
直
感
的
な
も
の
で
、「
立
花
供
養
」
の
小
書
に
つ
い
て
も
「
江
戸
時
代
後
期
、
宝
生
流
周
辺

か
ら
起
っ
た
演
式
と
言
わ
れ
る
が
、
今
後
の
調
査
に
待
つ
べ
き
要
素
が
多
い
」
と
一
言
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
氏
と
同
じ
く
「
立
花
供
養
」
は
《
半
蔀
》
本
来
の
演
出
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
者
と
し
て
、
そ
の
「
調
査
」
の
作
業
を
引

き
受
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
書
演
出
「
立
花
供
養
」
は
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
形
で
作
ら
れ
て
き
た
の
か
。
現
代
の
小
書
演
出
は

《
半
蔀
》
に
関
す
る
習
事
が
成
立
し
た
当
初
の
形
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
の
か
。
小
書
の
上
演
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ

れ
て
き
た
の
か
。
こ
う
し
た
様
々
な
問
題
を
、
資
料
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

現
行
小
書
演
出
「
立
花
供
養
」
の
あ
ら
ま
し

「
立
花
供
養
」（
流
儀
に
よ
り
「
立
花
」。
以
下
で
は
小
書
名
と
し
て
は
「
立
花
供
養
」
を
用
い
る
）が
《
半
蔀
》
本
来
の
演
出
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
を
考
え

る
た
め
に
、
現
代
の
小
書
「
立
花
供
養
」
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
そ
う
な
《
半
蔀
》
の
習
事
に
つ
い
て
、
諸
資
料
の
記
事
を
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
め
る
。

『
能
楽
全
書
』
第
四
巻
所
収
の
三
宅
襄
「
能
の
特
殊
演
出
」
の
解
説（
以
下
「
三
宅
解
説
」）に
は
、「
立
花
供
養
」
に
つ
い
て

　

�

舞
台
正
先
に
立
花
の
作
物
を
出
し
、
ワ
キ
は
こ
れ
に
向
つ
て
回
向
す
る
。
シ
テ
よ
り
も
寧
ろ
ワ
キ
方
の
習
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
挿

花
は
老
松
・
稚
松
を
台
に
、
紫
苑
、
大
菊
、
小
菊
、
石
竹
、
杜
若
、
枇
杷
の
葉
、
熊
笹
等
そ
の
数
も
定
ま
り
、
花
生
の
寸
法
も
そ
れ

ぞ
れ
あ
つ
て
、
そ
れ
に
金
銀
の
箔
を
置
く
。　
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と
あ
る
。
右
に
言
う
と
お
り
、
小
書
演
出
に
な
っ
た
時
の
変
更
点
は
、
立
花
の
作
リ
物（
現
在
は
生
花
が
多
い
）を
出
す
こ
と
の
他
は
、
主
に
ワ

キ
の
演
技
、
お
よ
び
ワ
キ
と
ア
イ
の
や
り
と
り
に
関
す
る
部
分
に
あ
る
。「
全
集
」
に
は
、「
立
花
供
養
」
の
演
出
の
場
合
の
ワ
キ（
下
掛
宝

生
流
）と
ア
イ（
大
蔵
流
）の
や
り
と
り
が
、
通
常
演
出
の
場
合
と
は
分
け
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
冒
頭
か
ら
後
シ
テ
登
場

前
ま
で
の
舞
台
進
行
を
記
せ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
脇
や
狂
言
の
流
儀
に
よ
り
、
語
リ
の
内
容
や
両
者
の
関
係
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
全
集
」
に
拠
り
下
掛
宝
生
流
と
大
蔵
流
の
例
を
記
す
。
作
リ
物
は
、
1
の
前
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
3
や

4
の
後
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
1　

ワ
キ
が
ア
イ（
能
力
）を
従
え
て
登
場
。

2　

ワ
キ
の
名
ノ
リ
。

3　

ワ
キ
が
ア
イ
を
呼
び
出
し
立
花
供
養
の
旨
を
告
げ
、
触
れ
を
命
ず
る
。

4　

ア
イ
の
触
レ
。

5　

�

シ
テ
の
中
入
の
後
、
初
め
と
同
じ
ア
イ
が
ワ
キ
に
声
を
か
け
る
。
昨
日
ま
で
賑
や
か
だ
っ
た
供
養
が
今
日
は
参
る
人
も
少
な
く
寂

し
い
こ
と
。
前
場
に
現
れ
た
女
性
に
つ
い
て
の
不
審
。

6　

ワ
キ
の
求
め
に
よ
り
ア
イ
が
常
と
同
じ
、
夕
顔
の
上
の
物
語
を
語
る
。

7　

ア
イ
の
求
め
に
よ
り
ワ
キ
が
立
花
供
養
の
い
わ
れ
を
語
る
。

8　

ワ
キ
は
「
こ
の
草
庵
を
立
ち
出
て
…
」
と
待
謡（
上
ゲ
哥
）を
謡
っ
て
五
条
へ
向
か
う（
こ
の
点
は
「
全
集
」
に
は
記
載
な
し
）。

要
す
る
に
作
リ
物
以
外
の
大
き
な
変
更
点
は
、
第
一
に
、
通
常
演
出
の
場
合
は
シ
テ
の
中
入
り
後
に
「
こ
の
あ
た
り
に
住
む
者
」
と
し
て
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登
場
す
る
ア
イ
が
、「
立
花
供
養
」
の
場
合
は
冒
頭
か
ら
能
力
と
し
て
登
場
し
触
レ
を
行
う
こ
と
、
第
二
に
、
シ
テ
の
中
入
り
後
に
再
び

常
と
は
違
う
ワ
キ
と
ア
イ
と
の
や
り
と
り
が
あ
り
ア
イ
が
通
常
の
間
語
り
を
し
た
後
、
ワ
キ
も
ア
イ
の
求
め
に
応
じ
て
立
花
供
養
の
謂
れ

を
語
る
こ
と
、
第
三
に
、「
全
集
」
に
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
行
の
下
掛
宝
生
流
で
は
ア
イ
と
の
や
り
と
り
の
後

「
立
花
供
養
」
の
場
合
に
だ
け
謡
わ
れ
る
［
上
ゲ
哥
］
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
シ
テ
方
各
流
の
現
行
上
演
を
見
る
と
、
シ
テ
が
花
を
一

枝
持
っ
て
出
て
立
花
に
挿
す
演
出
や
、
序
ノ
舞
の
途
中
で
ワ
キ
に
合
掌
す
る
型
な
ど
の
変
更
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
シ
テ
方
の
替
演
出
に

つ
い
て
は
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。

「
三
宅
解
説
」
は
「
立
花
供
養
」
を
観
世
・
宝
生
・
金
剛
・
喜
多
四
流
の
小
書
と
し
て
い
る
が
、
現
在
「
立
花
供
養
」
は
五
流
で
行
わ

れ
る
小
書
演
出
で
あ
る
。
金
春
流
は
そ
も
そ
も
《
半
蔀
》
の
上
演
が
途
絶
え
て
お
り
、
天
保
九
年
の
書
上
で
も
未
だ
所
収
曲
に
加
え
て
い

な
い
が
、
天
保
十
四
年
五
月
六
日（
江
戸
城
本
丸
で
の
将
軍
家
慶
日
光
社
参
済
祝
賀
能
二
日
目
）、
金
春
大
夫
が
《
半
蔀
》
を
演
じ
た
際
の
『
触
れ
流
し
御
能

組
』
に
は
「
半
蔀
金
春
流
中
絶
書
上
ニ
無
之
処
此
度
御
届
致
候
上
相
勤
」
と
の
注
記
が
あ
る
（
注
３
）。

ち
な
み
に
、
能
《
半
蔀
》
自
体
の
上
演
状
況
を
金
春
流
以
外
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
と
、『
寛
文
書
上
』（
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
『
御
能
組

并
狂
言
組
』）で
は
所
演
曲
と
す
る
の
は
宝
生
流
の
み
だ
が
、『
享
保
九
年
書
上
』
で
は
観
世
と
金
剛
も
所
演
曲
と
し
、『
寛
政
七
年
・
十
年
諸

流
名
寄
秘
書
』（
鴻
山
文
庫
。
以
下
で
は
『
寛
政
書
上
』）の
段
階
で
は
、
金
春
流
以
外
の
四
流
が
所
演
曲
と
し
て
い
る
。『
能
楽
源
流
考
』
の
「
演
能

曲
目
調
査
資
料
」
に
拠
れ
ば
、
江
戸
時
代
以
前
の
記
録
は
、
先
に
述
べ
た
天
文
十
年
の
石
山
本
願
寺
松
囃
子
能
、
永
禄
七
年
の
矢
田
猿
楽

に
よ
る
松
尾
神
社
で
の
演
能
、『
能
之
留
帳
』
が
記
録
す
る
文
禄
四
年
の
前
田
利
家
に
よ
る
演
能
の
三
件
で
あ
る
。

二　

立
花
の
作
リ
物

「
立
花
供
養
」
の
小
書
で
最
も
目
を
引
く
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
舞
台
上
に
出
さ
れ
る
立
花
自
体
で
あ
る
。
だ
が
、
現
在
の
多
く
の
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上
演
の
よ
う
に
水
を
湛
え
た
水
盤
に
生
花
を
立
て
る
場
合
、
そ
れ
は
能
役
者
で
は
な
く
立
花
師
の
仕
事
と
な
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
そ
の
立

花
の
作
法
に
つ
い
て
の
記
事
は
能
の
演
出
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
立
花
を
能
の
作
リ
物
と
し
て
用
意
す
る
場
合
も
あ
り
、

そ
の
際
の
決
ま
り
に
つ
い
て
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
書
物
に
い
く
つ
か
の
記
述
が
見
い
だ
せ
る
。

明
治
初
年
の
金
春
流
で
は
《
半
蔀
》
を
所
演
曲
に
加
え
て
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
お
か
ず
、
立
花
を
出
す
小
書
演
出
も
取
り
入
れ
た
よ
う
だ
。

金
春
宗
家
蔵
『
新
キ
書
上
之
方　

装
束
附
』（
資
料
Ａ
。
金
春
安
明
氏
の
許
可
を
得
て
掲
出
。
嘉
永
三
年
）に
は
《
半
蔀
》
の
装
束
や
「
作
り
物　

ワ
ラ
家　

夕
顔
作
り
花
／
瓢
付
引
廻
し
掛
」
と
い
う
作
リ
物
の
説
明
に
加
え
、
巻
末
に
「
半
蔀　

作
り
物　

立
花
」
と
し
て
、
花
籠
の
仕
様（
写
真
参

照
）や
挿
す
花
木
の
種
類
、
寸
法
等
を
詳
説
し
て
い
る
（
注
４
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
花
先
ヨ
リ
籠
下
迄
」、
作
リ
物
の
「
惣
高
サ
」
が
六
尺
、「
花

籠
」
は
「
高
サ
弐
尺
五
寸
、
上
口
サ
シ
渡
弐
尺
五
寸
、
下
フ
ク
ラ
ミ
三
尺
五
寸
」、「
ア
ジ
ロ
組
」
で
「
惣
金
箔
」。
そ
し
て
、
中
に
挿
す

植
物
は
、

一
、
老
松　

高
サ
六
尺　

但
内
籠
入
弐
尺
五
寸
／
壱
本

一
、
若
松　

高
サ
五
尺　

壱
本
／
但
内
弐
尺
五
寸
籠
入

一
、
杜
若　

高
サ
四
尺　

十
五
本
／
但
内
籠
入
弐
尺
五
寸

一
、
大
菊　

高
サ
五
尺　
　
　

二
十
五
本
／
但
内
籠
入
弐
尺
五
寸

　
　

小
菊
／
紅
白　

廿
有
計

一
、
石
竹　

高
サ
四
尺　
　
　
　
　

十
本
／
但
内
籠
入
弐
尺
五
寸

　
　

但
本
本
ニ
付
／
花
五
輪
つ
ゝ

一
、
紫シ
ヲ
ン苑　

高
サ
有
計　
　

十
五
本

一
、
枇
杷
葉　
　

〃　
　

十
五
本

金春宗家蔵『新キ書上之方装束附』より
「半蔀作り物立花」
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一
、
熊
笹　
　
　

〃　
　

二
十
本�

〔
資
料
Ａ
〕

と
あ
る
。
花
瓶
や
水
盤
で
は
な
く
花
籠
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
や
花
の
寸
法
、
籠
の
中
に
ど
の
く
ら
い
入
れ
て
外
に
ど
の
程
度
の
高
さ

ま
で
出
す
か
、
と
い
う
こ
と
ま
で
細
か
く
書
き
留
め
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
作
る
の
が
能
役
者
の
仕
事
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
造
花
を
作

る
の
か
生
花
を
使
う
の
か
は
不
明
だ
が
、
ど
ち
ら
で
も
対
応
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
紫
苑
・
枇
杷
葉
・
熊
笹
に
つ
い
て
「
高
サ
有
計
」

と
い
う
の
は
生
え
て
い
る
も
の
を
切
り
集
め
て
き
た
長
さ
の
ま
ま
で
良
い
と
読
め
る
し
、
他
方
で
、
菊
・
杜
若
・
紫
苑
・
石
竹
は
ど
れ
も

色
や
形
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
て
造
花
を
作
り
や
す
い
花
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
関
西
の
大
倉
流
大
鼓
方
平
松
甚
平
に
よ
る
『
能
楽
習
事
秘
事
口
伝
留
』（
鴻
山
文
庫
蔵
。
明
治
17
年
10
月
か
ら
38
年
3
月
）に
も
「
金
春
流
半

蔀　

立
華
供
養
」
の
記
録（
シ
テ
高
坂
惣
七
、
ワ
キ
春
藤
六
右
衛
門
、
ア
イ
森
川
杜
園
、
大
鼓
大
倉
磐（
繁
）二
郎
、
小
鼓
湯
浅
平
八
、
笛
春
日
銑
五
郎
）が
あ
り
（
注
５
）、

そ
こ
で

は
「
作
物　

初
メ
ニ
出
ル
花
」
と
し
て
「
老
松　

若
松　

薄
十
五
本　

白
黄
赤
大
菊
十
五
本　

枇
杷
枝　

紫
ヲ
ン
十
五
本　

石
竹
十
五
本　

熊
笹
十
五
本
」
を
掲
げ
る
。
杜
若
と
薄
の
相
違
や
菊
の
種
類
、
微
妙
な
本
数
の
違
い
な
ど
は
あ
る
が
、
嘉
永
三
年
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
じ
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
作
リ
物
の
「
惣
丈
六
尺
余
」
も
同
じ
、「
籠
高
サ
弐
尺
五
寸
／
口
渡
り
弐
尺
／
胴
大
キ
サ
弐
尺
五
寸
」
も
僅
か
に

細
身
だ
が
、
同
じ
作
リ
物
と
言
え
よ
う
。

最
も
早
く
か
ら
「
立
花
」
の
小
書
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
い
た
宝
生
流
の
詳
し
い
作
リ
物
付
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
治
初
年

の
佐
渡
の
能
役
者
、
金
子
柳
太
郎
手
沢
型
付
類
の
一
つ
『
宝
生
流
小
習
口
伝
』（
鴻
山
文
庫
蔵
）に
は
「
始
メ
正
へ
銀
之
花
籠
ニ
松
ノ
真
ニ
テ

色
々
之
花
立
テ
出
ス
。
台
之
上
ニ
置
」
と
の
簡
単
な
記
述
が
あ
る
が
、
寸
法
や
花
の
種
類
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
昭
和
48
年
7
月

『
観
世
』
誌
上
座
談
会
で
の
片
山
慶
次
郎
氏
の
発
言
「
…
家
に
あ
る
の
を
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
寸
法
は
下
の
花
籠
が
一
尺
五
寸
、
総
丈

五
尺
七
寸
か
ら
六
尺
五
寸
と
あ
り
、
老
松
と
若
松
を
主
に
白
菊
、
小
菊
、
シ
オ
ン
な
ど
、
五
、六
種
類
程
の
花
を
指
定
し
て
あ
り
ま
す
」



123　《半蔀》の小書「立花供養」の諸相

か
ら
は
、
片
山
家
の
附
が
右
の
金
春
の
附
と
近
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
流
儀
が
違
っ
て
も
作
リ
物
の
惣
丈
や
花
の
種
類
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
片
山
家
に
は
、
先
に
引
い
た
関
西
で
の
金
春
流
「
立
花
供
養
」
の
作
リ
物
附
な
ど
を
参
考

に
書
き
留
め
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

右
の
諸
書
よ
り
も
少
し
だ
け
古
い
、
脇
方
の
記
録
も
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
活
動
し
た
彦
根
藩
能
役
者
、
鈴
木
源
次
郎

高
道
の
旧
蔵
伝
書（
能
楽
研
究
所
蔵
『
福
王
流
脇
秘
事
型
付
』
二
七
冊
）の
一
冊
『
秘
書�

半
蔀�

立
花
供
養
』
に
も
、
作
リ
物
に
つ
い
て
の
比
較
的
詳
し
い

記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
「
足
利
将
軍
の
前
で
観
世
弥
次
郎
長
俊
が
《
半
蔀
》
の
ワ
キ
僧
を
演
じ
、
能
ノ
本
義
が
花
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め
に
舞
台
上
で
花
を
立
て
た
」
と
い
う
信
じ
が
た
い
説
や
、
立
花
の
各
部
分
を
能
の
役
籍
と
結
び
つ
け
た
抽
象
的
な
論

な
ど
も
見
え
る
が
、
立
花
の
作
リ
物
に
関
し
て
は
高
道
自
身
が
勤
め
た
際
の
形
に
も
言
及
す
る
な
ど
、
実
質
的
な
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
末
期
の
福
王
流
の
伝
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
該
箇
所
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
　

立
花
供
養
之
秘
事

一�

、
夫
立
花
供
養
ハ
末
夏
初
秋
ノ
節
ノ
能
也
。
花
瓶
ニ
正
花
ヲ
指
ス
。
松
ヲ
心
ニ
シ
テ
真
ノ
花
形
ニ
サ
スａ
。
其
時
ハ
大
小
ノ
前
ニ
台
出

シ
其
上
ニ
置
也
。
又
四
方
正
面
ノ
立
花
出
時
ハ
舞
台
ノ
正
面
ニ
出
ス
也
。

一�

、
又
芦
ヲ
心
ニ
サ
シ
蓮
・
桔
梗
・
仙
翁
花
・
女
郎
花
、
其
外
時
節
相
応
ノ
草
花
色
ド
リ
能
く
立
テｂ
、
是
又
大
小
ノ
前
ニ
置
。
又
四
方

正
面
ニ
指
シ
テ
正
面
ヘ
出
ス
也
。
右
、
蓮
ヲ
サ
シ
芦
ノ
心
口
伝
。
是
、「
泥
ヲ
出
シ
蓮
」
ト
云
縁
ニ
ヨ
ル
謂
也
。
サ
ス
ニ
モ
芦
ノ
心

ト
レ
ン
ト
ノ
縁
キ
レ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
サ
ス
ベ
シ
。
尤
蓮
ハ
目
立
ツ
ヤ
ウ
指
也
。

一�

、
又
花
籠
ノ
作
り
も
の
に
蓮
ヲ
ハ
ジ
メ
時
ノ
草
花
ヲ
集
メ
サ
ス
。
尤
立
花
ニ
セ
ズ
、
集
メ
花
ニ
指
ス
也
。
色
ト
リ
能
く
七
種
九
種ｃ
、

四
方
正
面
ニ
仕
立
、
正
面
ニ
出
ス
。
此
形
ハ
「
色
よ
き
花
を
集
メ
」
ト
云
理
也
。

〇�

右
真
草
行
ノ
三
形
也
。
松
ノ
心
ハ
真
形
、
芦
ノ
心
ハ
草
形
、
花
籠
ニ
集
メ
花
ハ
行
ノ
形
也
。



124

　
�

末
夏
初
秋
ノ
外
ノ
時
節
ニ
勤
メ
ル
時
ハ
三
形
ト
モ
作
り
花
ヲ
用
ユ
ル
也ｄ
。
尤
夏
ノ
残
花
、
秋
ノ
草
花
ノ
作
リ
は
な
也
。
梅
・
桜
・

椿
・
水
仙
等
ハ
決
テ
不
用
。

　

�
高
道
観
世
流
相
手
ニ
テ
勤
メ
シ
時
ハ
仲
秋
ノ
下
旬
故
、
行
ノ
形
、
集
メ
花
ノ
作
り
は
な
ヲ
花
籠
ノ
作
モ
ノ
絹
ニ
て
包
み
、
四
方
正
面

ニ
指
し
正
面
ヘ
出
せ
し
也
。

　
　
　
　
　
　
（
立
花
供
養
が
秘
事
で
あ
る
理
由
。
弥
次
郎
長
俊
の
話
。
能
と
花
の
近
さ
な
ど
。
省
略
）

〇�

立
花
作
モ
ノ
ハ
催
方
よ
り
調
ひ
候
事
ハ
勿
論
、
前
以
ワ
キ
よ
り
花
ノ
指
図
ヲ
シｅ
勤
候
。
花
は
ワ
キ
へ
持
カ
ヘ
ル
事
也
。
但
し
高
価
ノ

花
故
其
儀
前
以
引
合
置
ベ
シ
。

三
つ
の
一
ツ
書
き
で
、
松
を
真
に
し
て
花
瓶
に
正
式
の
立
花
を
お
こ
な
う
「
真
」（
傍
線
ａ
）、
芦
を
真
に
し
蓮
と
秋
の
花
を
立
て
る

「
草
」（
傍
線
ｂ
）、
花
籠
の
作
リ
物
に
正
式
の
立
花
で
は
な
く
多
種
類
の
花
を
「
集
め
花
」
で
挿
す
「
行
」（
傍
線
ｃ
）の
三
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ

説
明
し
て
い
る
。
ど
の
場
合
も
「
末
夏
・
初
秋
」
以
外
の
演
能
で
は
造
花
を
用
い
る（
傍
線
ｄ
）と
い
う
の
だ
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
、
季
節
が

合
っ
て
い
る
場
合
は
花
籠
の
作
リ
物
に
も
生
花
を
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
寸
法
の
指
示
が
な
い
う
え
、
真
草
行
の
説
明
や
花
の
種

類
を
謡
の
文
句
と
合
わ
せ
る
説
な
ど
、
同
書
中
の
「
立
花
」
の
由
来
や
秘
伝
を
説
く
箇
所
と
同
様
に
い
さ
さ
か
理
が
勝
ち
す
ぎ
て
い
る
印

象
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
末
尾
の
二
重
傍
線
部
は
、
高
道
自
身
の
経
験
し
た
こ
と
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
花
籠
を
絹
で
包
み
、
立
花
で
は
な
く
集
め
花
の
形
式
で
、
し
か
も
季
節
が
初
秋
で
は
な
く
晩
秋
だ
っ
た
の
で
造
花
を
用
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
ｅ
も
興
味
深
い
。
立
花
の
作
リ
物
の
準
備
は
主
催
者
側
の
責
任
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
お
そ
ら
く
花
の

種
類
や
本
数
な
ど
は
ワ
キ
方
か
ら
あ
ら
か
じ
め
指
示
を
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
説
だ
が
、「
花

は
高
価
だ
か
ら
持
ち
帰
る
の
に
前
も
っ
て
確
認
し
て
お
け
」
と
い
う
よ
う
な
非
常
に
世
俗
的
で
具
体
的
な
注
意
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
も
、
少
な
く
と
も
高
道
の
周
辺
で
の
実
態
は
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

三　

ワ
キ
方
の
習
い

先
の
三
宅
解
説
で
は
、「
立
花
供
養
」
は
ワ
キ
方
の
習
い
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
書
上
類
の
記
述（
後
掲
）を
見
て
も
、
ま
た
、「
半
蔀

立
花
ハ
シ
テ
ノ
方
ニ
一
向
習
な
し
。
脇
方
ノ
習
也
」（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
下
掛
宝
生
流
脇
仕
方
付
奥
伝
』）、「
シ
テ
替
事
ナ
シ
」（
前
出
『
宝
生
流
小
習

口
伝
』）の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
、
本
来
「
立
花
供
養
」
が
脇
方
の
習
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。『
寛
政
書
上
』
で
初
め

て
「
立
花
」「
立
花
供
養
」
の
名
が
登
場
す
る
際
も
、
左
の
と
お
り
脇
方
の
演
技
に
関
わ
る
習
事
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

〇
シ
テ
方
宝
生
流　
　
「
半
蔀　

立
花�

右
之
節
中
入
ニ
脇
語
リ
有
」
と
の
記
述
あ
り
。

〇�

ワ
キ
方
高
安
流　
　
「
軽
キ
習
事
之
分
」
に
《
半
蔀
》
を
挙
げ
「
立
花
供
養
之
節
は
重
キ
習
ニ
御
坐
候
」
と
注
記
。

〇�

ワ
キ
方
宝
生
流　
　
「
語
」
の
一
覧
の
中
で
「
源
氏
供
養　

半
蔀
」
の
二
番
を
「
右
若
年
ニ
而
は
相
勤
り
不
申
候
」
と
す
る
。
ま
た

「
小
習
事
之
分
」
に
「
半
蔀
立
花
」
を
掲
げ
る
。

〇�

ワ
キ
方
福
王
流　
　
「
立
花
供
養
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
し
。「
語
目
録
」
の
内
「
右
拾
一
章
格
別
習
ニ
仕
候
」
と
い
う
十
一
の
語

リ
の
末
尾
に
《
半
蔀
》
を
含
め
る
（
注
６
）。

つ
ま
り
、
シ
テ
方
の
宝
生
流
と
ワ
キ
方
の
高
安
流
・
宝
生
流
が
「
立
花
」
ま
た
は
「
立
花
供
養
」
の
名
を
記
し
、
ワ
キ
方
の
福
王
流
と
宝

生
流
は
《
半
蔀
》
の
語
リ
を
重
い
習
事
に
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
テ
方
宝
生
流
は
「
立
花
」
の
習
い
と
ワ
キ
の
語
リ
を
結

び
つ
け
て
い
る
が
、
ワ
キ
方
の
記
述
で
は
、
少
な
く
と
も
『
寛
政
書
上
』
の
段
階
で
は
「
語
リ
」
と
「
立
花
」
と
を
必
ず
し
も
結
び
つ
け

て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
だ
。
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で
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
半
蔀
立
花
」
と
い
う
小
習
事
や
「
語
リ
」
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。「
立
花
」
ま

た
は
「
立
花
供
養
」
が
習
だ
と
言
っ
て
い
る
ワ
キ
方
宝
生
流
と
高
安
流
の
伝
書
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
に
、『
下
掛
宝
生
流
脇
仕

方
付
奥
伝
』（
資
料
Ｂ
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）と
高
安
流
の
『
鶯
永
集
』（
資
料
Ｃ
。
能
楽
研
究
所
蔵
）の
記
事
を
、
続
け
て
掲
げ
る
。
Ｂ
は
寛
政
七
年

か
ら
十
年
頃
の
記
事
を
多
く
含
み
、
右
の
『
寛
政
書
上
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
は
江
戸
後
期
の
筆
写
で
元
禄
・
宝

永
頃
の
内
容
と
さ
れ
て
い
る（
能
楽
研
究
所
『
蔵
書
目
録�

附
解
題
』）。

　
　
　

〇
半
蔀　
　

建
華
ノ
事

一�　

初
テ
脇
出
テ
端
ノ
名
乗
常
ノ
通
ニ
テ
狂
言
呼
出
シ
セ
リ
フ
有
済
テ①
太
コ
座
へ
行
、
ク
ツ
ロ
グ
。
此
所
ニ
シ
テ
後
見
作
物
立
花
持
出②
、

階
子
ノ
所
ニ
置
、
後
見
引
テ
脇
立
、
常
ノ
通
真
中
ニ
下
ニ
居
、
サ
シ
ヲ
謡
。
中
入
前
常
ノ
通
也
。

　

論
議
済
、
作
物
常
ノ
通
出
テ
待
謡
三
輪
ノ
様
ニ
ス
ル
。
左
ノ
通
也
。

（
二
重
傍
線
部
の
ゴ
マ
点
・
所
作
省
略
）

　

此
草
庵
を
立
出
て
。
打
切　

〳
〵
。
五
条
あ
た
り
に
尋
ね
行
、
小
家
が
ち
な
る
軒
の
草
、
花
の
あ
る
じ
ハ
い
か
な
ら
ん
、
〳
〵
。　

　
「
有
し
教
に
」
ト
常
ノ
通
ニ
謡
、
跡
仕
方
常
ノ
通　

尤
建
華
ノ
時
ハ
是
非
待
謡
有③

　

�

狂
言
泉
流
ノ
時
ハ
名
乗
済（
右
脇
に
朱
で
「
泉
流
ニ
而
者
相
手
断
候
事
」
と
注
記
）、「
い
か
に
能
力
」
ト
呼
出
シ
「
今
日
花
の
供
養
を
な
さ
ふ
ず
る

間
」
ト
云
付
、
太
コ
座
ニ
ク
ツ
ロ
ギ
、
狂
言
建
華
ヲ
持
出
置
事
モ
有
。
右
ハ
当
時
無
之
事
也
。
何
レ
ニ
テ
モ
シ
テ
ノ
後
見
ニ
出
サ
セ

ル
事
也
。④

　

�（
朱
）当
流
ニ
而
者
太
夫
花
ヲ
持
出
、
三
世
の
仏
に
花
奉
る
ト
云
乍
作
物
ヘ
サ
ス
、
此
時
脇
ア
シ
ラ
イ
、
ケ
様
ニ
扣
有
由
な
れ
共
、
宝

生
ニ
右
ノ
扣
無
之
由
、
師
家
御
申
伝
ノ
事�

〔
資
料
Ｂ
〕
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半
蔀

一�　

立
花
ノ
作
物
出
ル
時
ハ
立
拝
シ
「
い
か
に
誰
か
有
」
ト
フ
ミ
マ
ワ
シ
狂
言
ヲ
ヨ
ビ
出
ス
。「
色
ヨ
キ
花
ヲ
ア
ツ
メ
候
ヘ
」
ト
云
テ

太
コ
座
ヘ
ハ
イ
リ
居
ル
。
狂
言
フ
レ
畢
テ
ル
ト
立
花
後
見
持
出
、
舞
台
サ
キ
真
中
ニ
ヲ
ク
也
。
其
時
ワ
キ
立
テ
立
花
ノ
前
間
半
程
ア

ケ
下
ニ
居
、
諷
過
テ
脇
座
ヘ
ナ
ヲ
リ
下
ニ
居
也
。
立
花
ナ
ク
テ
モ
ツ
ヾ
ク
ト
キ
ニ
ハ
シ
テ
モ
ヨ
シ
。�

〔
資
料
Ｃ
〕

先
の
『
寛
政
書
上
』
で
は
シ
テ
方
宝
生
流
が
「
立
花
の
と
き
は
ワ
キ
の
語
リ
が
入
る
こ
と
が
習
い
だ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
右
の
Ｂ
・
Ｃ

で
は
ワ
キ
の
語
リ
の
こ
と
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｂ（
下
掛
宝
生
流
）か
ら
は
、
①
常
と
違
い
ア
イ
を
呼
び
出
す
こ
と（
触
レ
に
つ
い
て
は
記
述

な
し
）、
②
ワ
キ
が
太
コ
座
で
下
居
し
て
い
る
間
に
シ
テ
方
後
見
が
立
花
の
作
リ
物
を
出
す
こ
と
、
③
後
場
に
半
蔀
屋
の
作
リ
物
が
出
る
と

立
っ
て
、
常
に
は
な
い
待
謡
「
此
草
庵
を
立
出
て
…
」
を
謡
う
こ
と
、
④
和
泉
流
の
相
手
の
場
合
は
ア
イ
が
立
花
を
持
ち
出
す
こ
と
が

あ
っ
た
が
今
は
こ
の
演
出
は
や
ら
な
い
こ
と（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
次
項
で
検
討
す
る
）な
ど
、「
立
花
」
の
具
体
的
な
内
容
が
読
み
取
れ
る
。
傍
線
①

は
朱
筆
の
注
記
で
、
元
は
「
直
ニ
太
コ
座
ヘ
行
」
と
あ
っ
た
「
直
」
に
朱
で
〇
印
を
付
け
、
こ
の
よ
う
に
訂
正
し
て
い
る
。
末
尾
の
朱
注

部
分
は
、
ワ
キ
方
宝
生
流
に
は
「
シ
テ
が
作
リ
物
に
花
を
挿
す
時
に
ワ
キ
も
あ
し
ら
う
」
と
い
う
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
シ
テ
方
宝

生
流
に
は
そ
の
よ
う
な
型
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
だ
ろ
う
。
語
リ
の
こ
と
が
出
て
い
な
い
の
は
、
Ｂ
が
弟
子
家
で
あ
る
尾
上
家
に
伝
わ
っ

た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
小
習
事
の
「
立
花
」
は
、
本
来
、
一
子
相
伝
と
言
わ
れ
る
重
い
習
事
の
「
語
リ
（
注
７
）」

以
外
の
部

分
、
主
と
し
て
間
狂
言
と
の
や
り
と
り
や
、
常
に
は
無
い
待
謡
を
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
関
す
る
習
い
で
、
弟
子
の
尾
上
家
に
は
小
習
の
部

分
だ
け
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
方
の
Ｃ（
高
安
流
）で
は
、
①
常
と
違
い
ア
イ
を
呼
び
出
し
触
レ
を
命
ず
る
こ
と
、
②
ワ
キ
が
太
コ
座
に
下
居
し
て
い
る
間
に
触
レ

を
終
え
た
狂
言
方
が
立
花
を
持
ち
出
し
置
く
こ
と
、
③
ワ
キ
は
「
敬
白
…
」
の
謡
が
終
わ
っ
て
か
ら
脇
座
に
戻
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
①
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は
Ｂ
と
同
じ
だ
が
、
②
は
Ｂ
の
④
と
は
反
対
の
説
で
、
し
か
も
波
線
の
「
真
中
ニ
ヲ
ク
也
」
は
元
は
「
後
見
持
出
…
真
中
ニ
ヲ
ク
也
」
と

あ
っ
た
の
を
、「
後
見
」
を
朱
で
消
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昔
は
「
立
花
ノ
作
リ
物
を
後
見
が（
出
し
て
）置
く
」
演
出
だ
っ
た
が
江
戸
後
期

に
は
狂
言
方
が
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
「
後
見
」
の
二
文
字
を
削
除
し
た
の
か
、
も
っ
と
前
の
元
禄
・
宝
永
頃
に
原
本
の
段
階
で

訂
正
が
行
わ
れ
た
の
か
、
判
断
で
き
な
い
。
Ｂ
で
も
和
泉
流
の
相
手
と
大
蔵
・
鷺
両
流
相
手
の
時
で
は
違
う
よ
う
で
あ
り
、
シ
テ
方
の
後

見
が
出
す
の
か
狂
言
方
が
出
す
の
か
、
主
張
の
割
れ
る
箇
所
だ
っ
た
よ
う
だ
。
Ｃ
は
Ｂ
の
よ
う
な
特
別
の
待
謡
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
う
え
、
た
と
え
立
花
が
出
な
く
て
も
、「
ツ
ヅ
ク
ト
キ
ニ
ハ
」
こ
の
型
を
し
て
も
良
い
と
言
う
。《
半
蔀
》
の
演
能
が
続
く
と
い
う
の
は

考
え
に
く
い
か
ら
、「
同
じ
よ
う
に
ワ
キ
が
脇
座
で
座
っ
た
ま
ま
経
文
な
ど
を
唱
え
る
能
が
続
く
時
に
は
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
替
の
型
の
よ
う
な
扱
い
で
、『
寛
政
書
上
』
の
「
立
花
供
養
之
節
は
重
キ
習
ニ
御
坐
候
」

と
は
違
う
印
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
イ
と
の
や
り
と
り
や
舞
台
上
の
便
宜
的
な
所
作
に
関
す
る
所
伝
は
、
本
来
は
そ
れ
ほ
ど
重
い
習
い

で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
。
Ｂ
・
Ｃ
に
共
通
す
る
「
立
花
供
養
」
の
場
合
の
変
更
点
と
は
、
ア
イ
が
冒
頭
か
ら
出
る
こ
と
、
立
花
に

向
か
っ
て
合
掌
す
る
の
で
ワ
キ
が
「
敬
っ
て
申
す
…
」
と
謡
う
位
置
が
脇
座
で
は
な
く
太
鼓
座
に
な
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
ま
た
ワ

キ
方
宝
生
流
の
場
合
は
常
に
は
無
い
待
謡（
上
ゲ
哥
）が
入
る
こ
と
も
習
い
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
と
も
、
語
リ
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

で
は
、『
寛
政
書
上
』
に
福
王
・
宝
生
両
流
が
掲
げ
て
い
た
「
語
リ
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
も
作
リ
物
に
関
す
る
記
事
を
引
い
た
鈴
木
源
次
郎
高
道
書
写
の
一
群
の
資
料（
能
楽
研
究
所
蔵
『
福
王
流
脇
秘
事
型
付
』）の
う
ち
「
八
番
語
／
附

別
二
番
語
」（
資
料
Ｄ

（
注
８
））に
は
、『
寛
政
書
上
』（
福
王
流
は
寛
政
七
年
提
出
）の
十
一
曲
と
は
多
少
出
入
り
の
あ
る
十
曲
が
、「
芭
蕉
草
木
成
仏
之
語
」

「
源
氏
供
養
表
白
語
」「
朝
長
大
崩
語
」
等
、「
語
リ
」
の
内
容
を
示
す
名
称
付
き
で
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
《
半
蔀
》「
夕
顔
ノ
上

語
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
ま
ず
そ
の
語
リ
の
詞
章
を
掲
げ
、
続
い
て
、
Ｄ
所
収
の
語
リ
前
後
の
ア
イ
と
の
や
り
と
り
や
舞
台
進
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行
を
記
す
「
八
番
語
り
セ
リ
フ
書
」（
資
料
Ｅ
）か
ら
、
関
連
箇
所
を
引
く
。

　
　
　

半
蔀　

夕
顔
ノ
上

　

�　

抑
光
源
氏
。
六
条
ア
タ
リ
御
忍
ビ
ア
リ
キ
ノ
比
。
大
弐
ノ
メ
ノ
ト
尼
ニ
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
訪
ヒ
給
ハ
ん
ト
。
或
ル
夕
ツ
方
五
条
ワ
タ
リ

エ
尋
サ
セ
給
フ
。
御
車
ノ
入
ル
ベ
キ
門
ハ
サ
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
。
人
ヲ
帰
サ
セ
タ
マ
ヒ
テ
シ
バ
シ
待
セ
タ
マ
フ
ガ
。
ア
タ
リ
ニ
檜
垣
ア

タ
ラ
シ
ウ
シ
テ
。
上
ハ
半
蔀
四
五
間
バ
カ
リ
ア
ゲ
ワ
タ
シ
タ
ル
ス
ダ
レ
ノ
内
ヨ
リ
。
イ
ト
白
キ
透
影
ア
マ
タ
見
エ
タ
リ
。
其
家
ノ
軒

ノ
ツ
マ
ニ
。
白
キ
花
ノ
心
ヨ
ゲ
ニ
咲
タ
リ
ケ
ル
ヲ
。
維
光
ヲ
召
テ
ア
ノ
花
折
リ
テ
参
レ
ト
宣
エ
ハ
。
維
光
承
り
。
押
明
ケ
タ
ル
門
ニ

入
リ
テ
折
ン
ト
セ
シ
ニ
。
内
ヨ
リ
キ
ヨ
ゲ
ナ
ル
生
絹
ノ
一
重
ナ
ル
ハ
カ
マ（
口
伝
）長
ク
フ
ミ
シ
ダ
キ
タ
ル
童
女
ノ
ヲ
カ
シ
ゲ
ナ
ル
ガ
。

扇
ヲ
ヒ
ラ
キ
テ
。
コ
レ
ニ
ノ
セ
テ
参
ラ
セ
給
ヘ
ト
ア
リ
。

　

�　

維
光
頓
テ
其
扇
ニ
ノ
セ
テ
奉
ル
。
源
氏
ト
リ
ア
ゲ
テ
見
給
フ
ニ
。
白
キ
扇
ノ
ツ
マ
イ
タ
ウ
コ
ガ
シ
タ
ル
ガ
。
手
ナ
ラ
シ
タ
ル
ウ
ツ

リ
香
イ
ト
シ
ミ
深
く
ナ
ツ
カ
シ
キ
ニ
。
墨
モ
干
ヌ
バ
カ
リ
ノ
哥
有
。「
心
ア
テ
ニ
夫
カ
ト
ゾ
ミ
ル
白
露
ノ
。
光
そ
へ
た
る
夕
顔
ノ
花
」

ト
。
ヨ
ノ
ツ
ネ
ナ
ラ
ズ
書
ス
サ
ミ
タ
リ
。

　

�　

是
ハ
ソ
モ
イ
カ
ナ
ル
者
ノ
栖
ト
ト
ハ
セ
給
ヘ
バ
。「
モ
ノ
ヽ
助
ナ
リ
ケ
ル
人
ノ
家
ニ
テ
候
ヒ
シ
ガ
。
ヲ
ノ
コ
田
舎
ワ
タ
ラ
イ
シ
テ

女（
メ
）ナ
ン
同
腹
ナ
ド
宮
仕
へ
人
ニ
テ
ヨ
リ
〳
〵
来
通
」
ト
申
ヘ
バ
。
源
氏
イ
ト
御
心
マ
ド
ワ
シ
ナ
ガ
ラ
。
御
懐
ヨ
リ
タ
ト
ウ
紙
取

出
デ
タ
マ
ヒ
テ
。「
折
テ
コ
ソ
夫
カ
ト
モ
ミ
メ
タ
ソ
カ
レ
ニ
。
ホ
ノ
〳
〵
見
へ
し
花
ノ
夕
顔
」。
此
御
哥
ヨ
リ
御
心
解
サ
セ
給
ひ
て
。

互
ノ
ナ
サ
ケ
深
カ
リ
ケ
リ
。
彼
夕
顔
ノ
ハ
ナ
ヲ
カ
ゴ
ト
ニ
馴
レ
お
は
し
ま
す
に
よ
り
。
夕
兒
ノ
君
ト
ナ
ン
申
セ
シ
ト
也
。
然
る
に
此

事
御
息
所
に
も
れ
き
こ
へ
ネ
タ
マ
シ
ク
思
召
ケ
ル
思
ヒ
ヤ
通
ヒ
ケ
ン
。
夕
兒
ノ
上
我
レ
カ
ノ
ケ
シ
キ
ニ
悩
ミ
給
ひ
て
。
終
に
失
サ
セ

給
ふ
ト
承
り
候
。

　

�　

然
れ
は
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
妄
執
今
ニ
残
つ
て
夕
兒
ノ
花
ノ
セ
イ
ト
ア
ラ
ハ
レ
カ
ク
マ
ミ
ヱ
給
ふ
ト
思
ひ
候
間
急
ギ
五
条
渡
り
へ
立
越
へ
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彼
夕
兒
ノ
ナ
キ
ア
ト
ヲ
弔
ヒ
申
サ
バ
ヤ
ト
存
候
。�

〔
資
料
Ｄ
〕

　
　

夕
顔
之
上
語

一�　
（
中
入
狂
言
よ
り
カ
ゝ
ル
）シ
カ
〳
〵
。
さ
ん
候
、
只
今
あ
ら
は
れ
た
る
女
を
い
か
な
る
者
ぞ
と
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ば
、「
何
某
ノ
院

に
も
常
は
さ
ふ
ら
ふ
、
誠
に
は
五
条
あ
た
り
の
者
」
と
云
捨
、
立
花
の
か
げ
に
よ
る
と
見
て
、
姿
を
見
失
ひ
て
候
。
是
に
つ
き
、
思

ひ
出
し
た
る
事
の
候
。
我
児
に
て
有
候
時
、
源
氏
物
語
を
承
り
及
て
候
間
、
夕
兒
の
上
の
あ
ら
ま
し
語
て
聞
せ
申
そ
う
す
る
に
て
候
。

シ
カ
〳
〵
。

　

��（
語
ト
メ
）終
に
失
さ
せ
給
ふ
と
承
り
て
候
。
ナ
ン
ボ
ウ（
狂
言
ニ
向
）哀
成
物
語
に
て
候
。
シ
カ
〳
〵
。

　

�

古
し
へ
の
妄
執
今
に
残
り
、
夕
兒
の
花
の
精
と
あ
ら
は
れ
、
か
く
ま
み
へ
給
ふ
と
お
も
ひ
候
間
、
急
ぎ
五
条
わ
た
り
へ
立
越
、
彼
ゆ

ふ
が
ほ
の
な
き
後
を
と
ひ
申
さ
ば
や
と
存
候
。�

〔
資
料
Ｅ
〕

右
に
掲
げ
た
Ｄ
の
語
リ
は
傍
線
部
の
よ
う
な
文
言
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
花
供
養
の
場
に
夕
顔
の
霊
が
顕
れ
た
こ
と
の
説
明
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
の
内
容
、
す
な
わ
ち
源
氏
と
夕
顔
の
恋
が
始
ま
る
経
緯
に
つ
い
て
、
交
わ
さ
れ

た
和
歌
も
含
め
正
確
に
述
べ
て
お
り
、
Ｅ
の
傍
線
部
で
「
稚
児
の
時
代
に
源
氏
物
語
を
習
っ
た
」
と
い
う
僧
に
ふ
さ
わ
し
い
語
リ
で
あ
る
。

中
世
・
近
世
の
学
問
で
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
「
夕
顔
」
巻
の
正
確
な
内

容
を
語
る
こ
と
が
秘
事
秘
伝
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
納
得
が
で
き
る
。

『
寛
政
書
上
』
で
「
小
習
事
之
分
」
に
「
半
蔀
立
花
」
を
掲
げ
る
ワ
キ
方
宝
生
流
も
、
そ
れ
と
は
別
に
「
語
リ
」
の
目
録
を
記
し
、
そ

の
中
で
、「
源
氏
供
養　

半
蔀
」
の
二
番
の
語
リ
を
「
右
若
年
ニ
而
は
相
勤
り
不
申
候
」
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
ど
の
よ
う
な
語
リ
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だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
若
い
内
に
は
演
じ
ら
れ
な
い
重
い
習
い
の
語
リ
と
し
て
、
同
じ
く
『
源
氏
物
語
』
関
係
の
《
源
氏
供
養
》
と
《
半

蔀
》
の
二
曲
が
並
ん
で
お
り
、
同
時
代
の
福
王
流
に
「
夕
顔
上
之
語
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
も
『
源
氏
物
語
』
の
内
容
を
語
っ
て

も
よ
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
現
在
の
下
掛
宝
生
流
に
お
い
て
《
半
蔀
》
で
語
ら
れ
る
習
い
の
「
語
リ
」
と
言
え
ば
、

「
立
花
」
の
小
書
の
際
に
立
花
供
養
の
謂
れ
に
つ
い
て
語
る
も
の
だ
け
で
、
源
氏
物
語
に
関
す
る
語
リ
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
の
立
花
供

養
の
謂
れ
の
語
り
も
、
古
い
資
料
に
は
具
体
的
な
内
容
が
見
出
せ
な
い
の
だ
が
、
次
に
掲
げ
る
『
隣
忠
秘
抄
』（
資
料
Ｆ
。
能
楽
史
料
第
四
編
）の

説
は
、
立
花
供
養
に
つ
い
て
の
語
リ
に
そ
れ
な
り
の
古
い
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

�

此
能
景
気
あ
る
能
な
り
。
脇
に
立
花
の
事
語
る
も
あ
り
と
な
り
。
今
は
世
上
に
用
ひ
ず
と
。
作
物
の
外
に
立
花
を
出
す
こ
と
あ
り
。

正
面
カ
マ
チ
よ
り
一
尺
程
手
前
に
置
く
、
尤
も
花
台
に
載
せ
出
す
、
中
入
に
取
る
。

　

�

予
若
き
時
、
御
中
屋
敷
に
て
半
蔀
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
立
花
出
す
事
あ
り
や
と
御
尋
ね
に
て
、
有
之
候
と
申
上
け
れ
ば
、
御
立
花
師
に

仰
せ
付
け
ら
れ
、
出
し
て
仕
る
。
将
軍
様
御
代
の
事
、
則
ち
御
前
に
て
相
勤
め
候
。�

〔
資
料
Ｆ
〕

二
重
傍
線
部
は
全
体
が
伝
聞
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ
キ
が
「
立
花
の
事
語
る
」
演
出
は
必
ず
し
も
立
花
を
出
す
演
出
と
結
び
つ
い
て

は
い
な
い
。
ワ
キ
の
語
リ
と
立
花
を
出
す
こ
と
は
、
独
立
し
た
二
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
右
の
記

事
の
後
半
は
、
隣
忠
が
若
い
時（
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
）、
紀
州
藩
中
屋
敷
に
て
吉
宗
か
ら
《
半
蔀
》
に
立
花
を
出
す
演
出
に
つ
い
て
下
問
が
あ

り
、
在
る
と
答
え
た
結
果
、
立
花
師
が
立
て
た
花
を
舞
台
上
に
出
し
、
吉
宗
の
御
前
で
演
じ
た
、
と
い
う
話
と
読
み
取
れ
る
。
享
保
の
頃
、

立
花
を
出
す
替
演
出
が
普
通
に
は
演
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
の
「
御
尋
ね
」
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
、
そ
う
い
う
演
出
が
あ
る
と

い
う
伝
承
が
途
絶
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
判
る
。
正
式
な
替
演
出
と
し
て
書
上
類
に
記
す
よ
う
な
も
の
で
な
く
て
も
、
上
つ
方
の
要
望
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に
よ
り
立
花
を
出
し
て
の
演
能
と
い
う
の
は
あ
り
得
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
の
通
説
が
「
詞
章
に
あ
る
の
だ
か
ら
立
花
を
出
す
の
が
本
来
の

演
出
」
と
考
え
る
の
と
同
様
に
、
詞
章
に
あ
る
の
な
ら
立
花
を
出
し
て
見
て
み
た
い
と
い
う
要
求
は
当
然
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先

に
怪
し
げ
な
説
と
し
て
引
い
た
、
足
利
将
軍
の
前
で
《
半
蔀
》
を
演
じ
、
ワ
キ
僧
役
の
長
俊
が
花
を
立
て
た
と
い
う
話
も
、
作
り
話
で
は

あ
っ
て
も
、
隣
忠
の
経
験
の
よ
う
に
貴
人
か
ら
の
要
望
で
上
演
し
た
記
憶
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

立
花
の
語
リ
に
話
を
戻
す
。
恵
阪
悟
氏
は
、
ワ
キ
方
の
語
リ
の
習
い
に
関
す
る
論
考
（
注
９
）の
中
で
『
福
王
家
宝
物
目
録
記）（1
（
注

』
の
記
事
を
引
き
、

福
王
流
の
八
世
盛
有
が
鷺
二
右
衛
門
に
送
っ
た
文
書
の
控
え
に

　

一
、
敦
盛 

懐
旧
之
詞
／
脇
秘
語　
　

同
盛
有
筆　

　

一
、
半
蔀
花
の
秘 　
　
　
　
　
　
　

同
筆

と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
氏
は
こ
の
「
花
の
秘
」
を
「
名
称
と
い
う
よ
り
は
、
内
容
が
秘
伝
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記
の

よ
う
な
も
の
」
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
立
花
供
養
に
関
す
る
習
い
で
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
も
う
一
歩
進
ん
で
、

こ
れ
が
立
花
に
つ
い
て
の
語
リ
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
は
、
福
王
流
で

は
《
半
蔀
》
の
中
で
の
語
リ
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
元
文
三
年
に
七
六
歳
で
没
し
た
盛
有
は
隣
忠
よ
り
少
し
先
輩
だ
が
、
両
者
の

活
動
時
期
は
重
な
る
の
で
、
た
と
え
ば
盛
有
の
書
き
留
め
た
「
花
の
秘
」
に
つ
い
て
、
晩
年
の
隣
忠
が
「
立
花
に
つ
い
て
の
語
リ
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
今
は
演
じ
な
い
」
と
言
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

だ
が
、
福
王
流
の
「
花
の
秘
」
が
「
立
花
の
事
語
る
」
習
い
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
逆
に
、
先
述
の
と

お
り
ワ
キ
方
宝
生
流
に
は
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
語
リ
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
立
花
供
養
の
謂
れ
を
述
べ
る
語
リ
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
先
に
こ
の
語
リ
は
元
来
一
子
相
伝
と
述
べ
た
が
、
現
在
で
は
、
幸
い
「
全
集
」
に
下
掛
リ
宝
生
流
の
「
立
花
供
養
」
の
語
リ
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
文
言
を
引
く
。
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�

こ
の
立
花
供
養
と
申
す
は
、
仏
在
霊
山
の
昔
、
四
梵
居
士
と
い
つ
し
者
、
千
草
の
花
を
集
め
て
、
金
輪
天
花
の
古
を
思
ひ
、
仏
に
供

養
ぜ
し
よ
り
始
れ
り
。
さ
れ
ば
一
花
の
小
善
も
真
如
の
冥
利
に
基
づ
く
と
い
へ
り
。
今
も
四
時
運
行
の
理
を
慕
ひ
、
四
季
折
々
の
百

草
の
、
花
の
色
香
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
三
世
の
仏
に
供
養
ぜ
し
、
類
へ
だ
て
ぬ
花
の
縁
に
、
人
間
愛
着
の
迷
ひ
を
翻
し
、
天
花
快
楽
の

境
涯
に
至
る
、
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
結
縁
た
る
べ
し
と
て
、
一
夏
の
間
立
花
の
供
養
候
ふ
は
、
な
ん
ぼ
う
あ
り
が
た
き
事
に
て
候

は
ぬ
か
。

こ
の
語
リ
の
う
ち
、
立
花
供
養
の
謂
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
傍
線
部
の
み
で
あ
る
。「
四
梵
住
」「
四
梵
行
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ

て
も
四
梵
居
士
と
い
う
人
物
が
供
花
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
権
威
の
あ
る
仏
説
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
全
体
の
分
量
も
他
の
習
い
の

語
リ
に
比
べ
て
少
な
い
印
象
で
あ
る
。
各
流
儀
で
何
を
習
い
に
す
る
か
は
独
自
の
主
張
や
伝
承
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
む
や
み
に
侵
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、《
朝
長
》《
船
弁
慶
》《
芭
蕉
》
等
の
習
の
語
リ
か
ら
区
別
さ
れ
て
「
若
年
に
て
は
相
勤
め
ぬ
」
語
リ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
容
易
に
は
納
得
で
き
な
い
点
で
も
あ
る
。

福
王
流
の
「
夕
顔
之
上
語
」
と
宝
生
流
の
立
花
供
養
の
謂
れ
に
つ
い
て
の
語
リ
、
ど
ち
ら
が
本
来
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
初
め
か

ら
流
儀
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
語
り
が
あ
っ
た
の
か
、
判
断
が
難
し
い
が
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
「
立
花
供
養
」
に
ワ
キ
の
語
リ
が
入
る
の

だ
ろ
う
か
。
最
後
に
そ
の
点
を
考
え
つ
つ
今
ま
で
見
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
説
を
整
理
し
直
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

四　

誰
が
何
を
語
る
の
か

前
述
の
と
お
り
、
通
常
演
出
の
《
半
蔀
》
で
は
ア
イ
は
北
山
辺
り
に
住
む
者
で
あ
る
。
不
思
議
な
女
が
姿
を
消
し
た
後
、
大
蔵
流
の
場

合
は
ワ
キ
か
ら
「
ど
こ
か
ら
い
ら
し
た
方
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
、
鷺
流
の
場
合
は
狂
言
の
方
か
ら
ワ
キ
に
声
を
掛
け
て
、
会
話
が
始
ま
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り
、
ワ
キ
僧
の
求
め
に
応
じ
て
ア
イ
は
夕
顔
と
源
氏
の
物
語
を
語
る
。
そ
れ
が
「
立
花
供
養
」
に
な
る
と
、
立
花
を
運
び
出
す
た
め
に
ア

イ
は
冒
頭
か
ら
能
力
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
が
さ
ま
ざ
ま
な
習
事
の
生
ま
れ
る
前
提
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

資
料
Ｂ
は
、
狂
言
方
が
立
花
を
持
っ
て
出
る
こ
と
に
反
対
し
、
そ
の
形
を
と
る
和
泉
流
と
は
相
手
を
し
な
い
と
記
し
て
い
た
が
、
立
花
師

が
舞
台
上
で
花
を
立
て
る
の
で
は
な
く
作
リ
物
と
し
て
の
立
花
を
持
ち
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
来
、
狂
言
方
の
仕
事
だ
っ
た
ろ
う
。

作
リ
物
で
は
な
く
正
式
な
立
花
の
場
合
で
も
別
の
場
所
で
立
て
た
花
を
舞
台
上
に
持
ち
出
す
の
は
、
や
は
り
狂
言
方
だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ

も
そ
も
後
見
の
役
を
狂
言
方
が
務
め
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
小
田
幸
子
氏
の
指
摘
に
よ
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）（（
（
注

。

そ
の
場
合
、「
い
か
に
能
力
」
と
呼
び
出
し
、
立
花
を
用
意
し
て
人
々
に
触
れ
よ
と
命
令
を
下
し
た
僧
が
、
後
に
な
っ
て
そ
の
同
じ
能

力
に
、
常
の
演
出
の
よ
う
な
形
で
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
尋
ね
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
先
に
見
た
資
料
Ｃ（
高
安
流
『
鶯
永

集
』）は

　

�「
い
か
に
誰
か
有
」
ト
フ
ミ
マ
ワ
シ
狂
言
ヲ
ヨ
ビ
出
ス
。「
色
ヨ
キ
花
ヲ
ア
ツ
メ
候
ヘ
」
ト
云
テ
太
コ
座
ヘ
ハ
イ
リ
居
ル
。
狂
言
フ
レ

畢
ル
ト
立
花
持
出
、
舞
台
サ
キ
真
中
ニ
ヲ
ク
也
。

と
、
能
力
に
命
じ
て
立
花
を
運
び
出
さ
せ
る
演
出
だ
っ
た
。
土
地
の
人
が
そ
の
土
地
の
伝
説
を
、
余
所
か
ら
来
た
旅
僧
に
語
る
、
と
い
の

で
は
な
く
、
雲
林
院
に
い
る
能
力
が
夏
安
居
の
僧
に
『
源
氏
物
語
』
の
内
容
を
語
る
こ
と
の
不
自
然
さ
は
、
容
易
に
人
々
の
気
づ
く
と
こ

ろ
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
能
力
に
立
花
を
運
び
出
さ
せ
た
な
ら
、
語
リ
は
ワ
キ
が
引
き
受
け
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
く
先
に
見
た
資
料
Ｂ
で
は
、
和
泉
流
相
手
の
時
に
「
狂
言
建
華
ヲ
持
出
置
事
モ
有
。
右
ハ
当
時
無
之
事
也
。
何
レ
ニ
テ
モ
シ
テ
ノ

後
見
ニ
出
サ
セ
ル
事
也
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
シ
テ
方
後
見
が
立
花
を
持
っ
て
出
て
も
、

　
「
い
か
に
能
力
」
ト
呼
出
シ
「
今
日
花
の
供
養
を
な
さ
ふ
ず
る
間
」
ト
云
付

と
い
う
や
り
方
で
は
、
ワ
キ
と
ア
イ
の
関
係
は
変
わ
ら
ず
、
能
力
に
僧
が
『
源
氏
物
語
』
の
こ
と
を
教
わ
る
不
自
然
さ
は
消
え
な
い
。
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時
代
が
降
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
不
自
然
さ
を
回
避
す
る
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
前
出
の
鈴
木
源
次
郎
高

道
筆
『
秘
書　

半
蔀�

立
花
供
養
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
冒
頭
に
出
る
ア
イ
を
能
力
で
は
な
く
雲
林
院
門
前
の
人
と
す
る
演
出
が
記
さ

れ
て
い
る
。

一�　

名
乗
ス
ギ
、
フ
ミ
廻
リ
橋
カ
ヽ
リ
方
へ
行
、
門
前
ノ
人
ノ
渡
リ
候
カ　

シ
カ
〳
　〵

サ
ン
候
。
早
安
居
モ
ス
ギ
方
ニ
ナ
リ
候
ホ

ド
ニ
花
ノ
供
養
ヲ
致
サ
フ
ズ
ル
ニ
テ
候
。
急
ヨ
キ
花
ヲ
集
メ
テ
給
リ
候
ヘ　

シ
カ
〳
　〵

又
望
ノ
人
候
ハ
供
養
ノ
場
エ
御
参
ア
レ
ト

御
フ
レ
ア
ツ
テ
給
リ
候
ヘ　

シ
カ
〳
〵

　

�

座
ニ
行
下
ニ
居
、
扨
立
花
出
し
狂
言
脇
ノ
方
ヘ
来
リ
、
花
ヲ
立
、
触
申
タ
ル
ヨ
シ
云
。ａ
…（
中
略
）…
扨
シ
テ
出
、
流
儀
ニ
ヨ
リ
夕
兒

ノ
花
ノ
枝
持
出
、
立
花
ニ
指
ス
形
在
。
其
時
ハ
、「
不
思
議
ヤ
ナ
今
ま
で
ハ
」
ト
作
モ
ノ
ヲ
シ
カ
ト
見
て
イ
カ
ナ
ル
花
ヲ
ト
シ
テ
ニ

向
也
。
中
入
。
ワ
キ
ノ
語
有
時
ハ
狂
言
ノ
間
語
ハ
カ
タ
ラ
サ
ヌ
事
也ｂ
。（
以
下
、
後
場
の
記
述
省
略
）�

〔
資
料
Ｇ
〕

こ
こ
で
は
、
狂
言
方
が
立
花
を
出
し
た
の
か
後
見
が
出
し
た
の
か
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。
傍
線
ａ
か
ら
は
狂
言
方
が
立
花
を
出
し
た
よ
う
に

読
め
る
が
、
そ
れ
で
も

で
文
字
を
囲
っ
た
部
分
か
ら
、
こ
の
ア
イ
が
ワ
キ
僧
に
使
わ
れ
る
能
力
な
ど
で
は
な
く
、
ワ
キ
僧
が
敬
語
を

使
う
相
手
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
傍
線
ｂ
に
は
、
ワ
キ
の
語
リ（
夕
顔
之
上
語
）が
あ
る
と
き
は
間
語
り
は
無
し
に
す
る
と
あ
る
が
、
も
し
も

ワ
キ
の
語
リ
が
無
い
場
合
で
も
、
門
前
の
者
が
ア
イ
な
ら
ば
、
改
め
て
ア
イ
に
『
源
氏
物
語
』
の
話
を
聞
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ

う
。
ち
な
み
に
こ
の
伝
書
は
右
の
記
事
に
引
き
続
き
「
狂
言
ト
ノ
世
流
布
左
ニ
記
」
と
し
て
、
明
治
四
年
に
高
道
が
和
泉
流
野
村
又
三
郎

と
相
手
を
し
た
際
に
細
か
く
申
し
合
わ
せ
た
形
を
書
き
置
い
て
い
る
が
、
や
は
り
ア
イ
は
門
前
の
人
で
、
ワ
キ
は
先
に
も
引
い
た
「
是
に

つ
き
お
も
ひ
出
し
た
る
事
の
候
。
我
児
に
て
有
し
時
、
源
氏
物
語
を
承
り
候
間
、
夕
顔
の
巻
の
あ
ら
ま
し
語
て
き
か
せ
申
さ
う
ず
る
に
て

候
」
と
い
う
前
置
き
の
後
、
自
分
の
方
か
ら
「
夕
顔
之
上
語
」
を
語
っ
た
よ
う
だ
。

ワ
キ
が
『
源
氏
物
語
』
で
は
な
く
立
花
供
養
の
謂
れ
を
語
る
宝
生
流
の
場
合
は
、
能
力
に
『
源
氏
物
語
』
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
関
し
て
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ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
全
集
」
か
ら
引
用
し
た
現
在
の
下
掛
宝
生
流
と
大
蔵
流）（1
（
注

の
や
り
と
り
で
は
、
ま
ず
ワ

キ
が
ア
イ
に
夕
顔
の
話
を
尋
ね
、
ア
イ
は
「
さ
や
う
の
こ
と
は
僧
都
こ
そ
ご
存
知
あ
る
べ
き
を
、
わ
れ
ら
へ
お
尋
ね
は
、
御
慰
み
と
存
じ

候
間
…
」
と
言
い
つ
つ
語
り
、「
さ
て
ま
た
僧
都
へ
尋
ね
申
し
た
き
…
」
と
立
花
の
こ
と
を
尋
ね
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。「
ご

冗
談
で
し
ょ
う
」
と
い
う
前
置
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
台
詞
は
、
常
の
演
出
で
北
山
辺
り
の
者
が
夕
顔
の
こ
と
を
語
る
際

に
は
入
ら
な
い
一
言
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
工
夫
は
、
幕
末
の
内
容
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
『
鷺
流
能
間
』
第
七
冊
『
替
間�

下
』
の
「
半

蔀
立
花
」
で
も
成
さ
れ
て
い
る
。
同
書
掲
載
の
台
詞
の
冒
頭
は
、

　

�

御
前
に
候
。　

畏
て
候
。　

皆
々
承
り
候
へ
。
今
日
立
花
供
養
を
成
さ
る
ゝ
間
。
色
よ
き
花
を
ま
い
ら
せ
よ
と
の
御
事
な
り
。
志

の
輩
は
何
れ
も
御
参
り
あ
れ
。
其
分
心
得
候
へ
〳
〵
。

と
な
っ
て
お
り
、
ワ
キ
の
台
詞
は
無
い
が
、「
御
前
に
候
」「
畏
て
候
」
は
能
力
の
台
詞
だ
ろ
う
。
そ
の
能
力
に
夕
顔
の
物
語
を
尋
ね
た
と

き
の
反
応
は
右
に
引
い
た
大
蔵
流
と
同
じ
だ
が（
傍
線
ａ
）、
物
語
自
体
に
も
、
ワ
キ
の
語
リ
と
は
違
う
狂
言
ら
し
さ
を
加
え
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

�（
ワ
キ
に
声
を
掛
け
る
部
分
省
略
）…
是
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
お
尋
有
物
哉
。
さ
様
の
御
事
は
此
方
に
て
ぞ
御
存
有
べ
き
に
。
か
へ
つ
て
我
ら
に

お
尋
ね
あ
る
は
、
お
慰
の
為
と
存
候
間ａ
、
承
り
及
び
た
る
通
り
物
語
申
そ
ふ
ず
る
。

　

�

去
程
に
夕
顔
の
上
と
申
す
は
…（
省
略
。
五
条
辺
に
隠
れ
住
む
と
こ
ろ
を
光
源
氏
に
見
い
だ
さ
れ
る
話
）…
夫
よ
り
な
に
か
と
方
便
て
。
源
氏
を
か
よ
は
せ

申
さ
れ
た
る
に
。
此
五
条
あ
た
り
の
事
な
れ
ば
。
と
な
り
に
は
物
詣
ふ
と
て
夜
深
よ
り
御
嶽
せ
う
じ
の
御
声
、
其
外
世
を
渡
る
し
づ

の
営
み
申
す
。
万
物
騒
き
事
を
六
ケ
敷
思
召ｂ
、
何
某
の
院
へ
伴
ひ
御
申
有
に
。
路
次
す
が
ら
の
哥
ど
も
あ
ま
た
有
げ
に
候
へ
ど
も
、
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夫
迄
は
聞
も
及
ば
ず
候ｃ
。

　
�

先
我
等
の
存
た
る
は
斯
の
ご
と
く
に
て
候
。
扨
又
一
夏
の
間
立
花
を
供
し
給
ひ
。
花
の
供
養
を
遊
さ
れ
候
事
、
我
等
抔
は
い
ま
だ
に

子
細
を
存
ぜ
ず
候
間
、
そ
と
物
語
あ
れ
か
しｄ
と
存
候
。　
　

心
得
申
候
。

　

�

御
物
語
を
承
り
、
い
よ
〳
〵
信
心
も
弥
増
あ
り
が
た
う
存
候
。　
　

是
は
寄
特
な
る
事
仰
ら
る
ゝ
物
哉
。
さ
ら
ば
是
よ
り
五
条
へ
御

出
あ
り
て
。
夕
顔
の
跡
を
御
弔
ひ
あ
れ
か
し
と
存
る
。　
　

心
得
申
候
。�

〔
資
料
Ｈ
〕

傍
線
ｂ
は
、
ワ
キ
の
語
リ
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
五
条
辺
り
の
庶
民
の
暮
ら
し
の
描
写
を
加
え
、
し
か
も
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
は
少
し
異

な
る
軽
い
揶
揄
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
加
え
て
い
る
。
傍
線
ｃ
で
「
和
歌
の
や
り
と
り
は
知
ら
な
い
」
と
い
う
の
も
、
ワ
キ
の
語
リ
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
狂
言
ら
し
く
夕
顔
の
物
語
を
語
っ
た
後
に
、
傍
線
ｄ
で
立
花
の
話
を
尋
ね
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
に
狂
言
方
ら
し
い
工
夫
を
し
て
も
、
ア
イ
が
『
源
氏
物
語
』
の
内
容
を
語
っ
た
う
え
で
も
う
一
度
ワ
キ
に
『
源
氏
物

語
』
の
こ
と
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
も
し
も
ワ
キ
が
福
王
流
で
「
夕
顔
上
の
語
」
を
語
る
場
合
に
は
、
Ｇ
の
言
う
よ
う
に

ア
イ
に
は
語
ら
せ
な
い
、
と
い
う
や
り
方
を
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
立
花
供
養
に
関
す
る
多
種
多
様
な
演
出
の
あ
り
か
た
を
見
て
き
た
。
立
花
は
本
当
の
立
花
か
作
リ
物
か
。
作
リ
物
に
挿
す
花
は

造
花
か
生
花
か
、
ア
イ
狂
言
は
能
力
か
僧
が
敬
語
を
使
う
相
手
か
、『
源
氏
物
語
』
の
話
は
ワ
キ
が
す
る
の
か
ア
イ
が
す
る
の
か
、
立
花

の
語
リ
と
夕
顔
の
語
リ
は
ど
ち
ら
が
本
来
か
。
そ
し
て
、
立
花
供
養
は
《
半
蔀
》
本
来
の
演
出
な
の
か
。
様
々
な
有
り
様
に
つ
い
て
は
資

料
の
「
調
査
」
の
結
果
は
示
し
た
つ
も
り
な
の
で
、
最
後
に
、
途
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
も
う
一
度
ま
と
め
つ
つ
、
現
段

階
で
の
推
測
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
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ま
ず
、
立
花
供
養
が
《
半
蔀
》
の
本
来
の
演
出
と
い
う
こ
と
は
、
無
い
と
考
え
る
。
理
由
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
加
え
て
、

《
半
蔀
》
は
古
く
は
「
夕
顔
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
行
《
夕
顔
》
と
区
別
す
る
た
め
に
「
半
蔀
夕
顔
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
本
当
に
立
花
が
本
来
の
演
出
で
常
に
出
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
題
名
に
で
も
あ
る
い
は
何
か
の
伝
承
で
も
残
っ
て

い
る
は
ず
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
資
料
Ｆ
か
ら
は
、
花
器
に
水
を
張
る
よ
う
な
形
で
の
本
当
の
立
花
を
舞
台
上
に
置
き
能
を
演
ず
る
こ
と

も
在
っ
た
こ
と
が
判
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
シ
テ
や
ワ
キ
が
望
ん
で
演
ず
る
の
で
は
な
く
、
隣
忠
が
吉
宗
の
命
令
で
演
じ
た
よ
う
に
、

「
催
方
」
で
あ
る
貴
人
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
形
の
特
別
な
場
合
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
能
役
者
の
側
で
替
演
出
と
し
て
工

夫
さ
れ
伝
え
ら
れ
た
習
い
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
、
一
回
限
り
の
、
外
発
的
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
そ
の
一
回
限
り
の
特
別
演
出
に
ふ
さ
わ
し
い
工
夫
と
し
て
、
ワ
キ
が
夕
顔
の
物
語
で
は
な
く
立
花
供
養
の
謂
れ
を
語
る
と

い
う
習
い
の
方
が
、
ま
ず
先
に
在
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
資
料
Ｆ
の
「
脇
に
立
花
の
事
語
る
も
あ
り
と
な
り
。
今

は
世
上
に
用
ひ
ず
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
享
保
の
頃
に
立
花
を
舞
台
に
出
し
て
《
半
蔀
》
を
演
じ
た
こ
と
の
あ
る
徳
田
隣
忠
で
さ
え
伝
聞

で
し
か
知
ら
な
い
古
い
習
い
と
し
て
、「
ワ
キ
が
立
花
の
こ
と
を
語
っ
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
の
に
対
し
、
夕
顔

上
の
物
語
を
ワ
キ
が
語
る
と
い
う
習
い
は
寛
政
年
間
ま
で
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
現
行
下
掛
宝
生
流
の
「
立
花
供
養
」
の
語

リ
の
短
さ
や
そ
の
内
容
か
ら
は
、
こ
れ
が
何
か
特
別
に
重
い
習
い
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
は
、
せ
っ
か
く
立
花
を
飾
っ
た

舞
台
で
演
ず
る
の
で
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
を
語
る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
隣
忠
と
活
動
時
期

の
重
な
る
福
王
盛
有
筆
の
内
容
不
明
の
文
書
「
半
蔀
花
の
秘
」
も
、
そ
の
よ
う
な
立
花
に
関
す
る
簡
単
な
語
リ
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

福
王
流
に
ま
っ
た
く
別
の
「
夕
顔
上
」
の
語
リ
が
あ
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
、
ワ
キ
と
ア
イ
と
の
関
係
と
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

書
上
に
「
立
花
供
養
」
の
名
が
見
え
る
の
は
寛
政
年
間
だ
が
、
そ
う
し
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
組
み
込
ま
れ
る
ま
で
の
間
に
は
、
立
花
の
作
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リ
物（
造
花
と
い
う
意
味
で
は
な
い
）を
作
っ
て
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。《
道
成
寺
》
の
鐘
供
養
の
場
に
能
力
が
鐘
を
運
び
出
す
よ
う
に
、
重
く

丈
の
高
い
立
花
の
作
リ
物
を
舞
台
に
運
び
出
す
の
は
、
常
の
《
半
蔀
》
に
は
登
場
し
な
い
能
力
役
の
ア
イ
の
仕
事
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の

場
合
、
雲
林
院
で
供
花
の
法
要
を
す
る
よ
う
な
僧
が
、
下
働
き
を
命
じ
た
能
力
に
何
か
を
尋
ね
て
間
語
リ
を
さ
せ
る
の
は
不
自
然
な
の
で
、

代
わ
り
に
ワ
キ
が
、
こ
れ
も
《
道
成
寺
》
と
同
じ
よ
う
に
語
リ
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
想
定
で
き
る
。
そ
の
際
、
ワ

キ
僧
が
ア
イ
の
能
力
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
内
容
と
し
て
は
、
立
花
供
養
の
謂
れ
で
も
『
源
氏
物
語
』
の
内
容
で
も
お
か
し
く
な
い
が
、
福

王
流
で
は
、《
半
蔀
》
の
内
容
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
格
式
も
高
い
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
語
リ
を
新
た
に
工
夫
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
も
し
立
花
供
養
の
謂
れ
に
つ
い
て
の
語
リ
が
も
っ
と
正
確
に
供
花
の
来
歴
を
説
き
、
権
威
あ
る
も
の
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
な
ら
、
夕
顔
上
の
語
リ
が
作
ら
れ
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
立
花
供
養
の
語
リ
が
短
く
軽
い
内
容
に
見
え
、

そ
れ
で
い
て
重
い
習
い
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
作
品
の
本
質
に
関
わ
る
よ
う
な
工
夫
で
は
な
い
一
回
限
り
の
、
し
か
し
貴
人
か
ら
の
命
令

に
対
応
す
る
た
め
の
語
リ
だ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
立
花
を
出
す
演
出
が
《
半
蔀
》
本
来
の
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ワ
キ
方
の
重
い
習
い
で
あ
る
語
リ
を
見
る
と
、《
朝
長
》
の
「
大
崩
之
語
」、《
敦
盛
》
の
語
リ
、《
道
成
寺
》
の
語
リ
な
ど
、
ワ
キ
が
自

分
の
体
験
し
た
こ
と
を
語
る
か
、
あ
る
い
は
《
芭
蕉
》
の
「
草
木
成
仏
」
や
《
源
氏
供
養
》
の
「
表
白
」
の
よ
う
に
仏
教
に
関
す
る
深
い

知
識
を
披
露
す
る
も
の
が
多
い
。
本
曲
の
場
合
、
ワ
キ
僧
は
光
源
氏
で
は
な
く
、
夕
顔
の
こ
と
を
語
る
に
は
稚
児
時
代
に
学
ん
だ
と
の
説

明
が
必
要
だ
っ
た
。
一
方
、
立
花
供
養（
供
花
）の
謂
れ
を
語
っ
て
も
、
そ
の
来
歴
自
体
の
根
拠
が
薄
弱
な
う
え
、
源
氏
と
夕
顔
の
恋
と
い

う
一
曲
の
主
題
と
直
結
は
し
な
い
。
要
す
る
に
、
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
そ
う
だ
が
内
容
は
本
説
正
し
い
と
は
言
い
が
た
い
立
花
供
養
の

謂
れ
と
、
内
容
は
正
確
で
重
い
習
事
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
後
発
の
可
能
性
の
あ
る
夕
顔
上
の
物
語
、
ど
ち
ら
か
が
よ
り
優
れ
た
工

夫
と
も
言
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
同
じ
《
半
蔀
》
の
、
し
か
も
同
じ
小
書
「
立
花
供
養
」
の
際
の
重
い
習
事
で
あ
る
語
リ
の
内
容
が
、
ワ
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キ
方
の
流
儀
に
拠
っ
て
全
く
異
な
る
と
い
う
珍
し
い
現
象
の
背
景
と
し
て
、
最
後
に
記
し
て
お
く
。

《
半
蔀
》
が
立
花
の
流
行
を
背
景
に
、
立
花
供
養
の
様
を
舞
台
上
に
見
せ
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
な
い
の
な
ら
、

本
曲
の
主
題
は
何
な
の
か
。
稿
者
は
か
つ
て
、《
半
蔀
》
の
シ
テ
と
ワ
キ
の
描
き
方
が
、
救
い
を
求
め
る
霊
と
弔
う
僧
と
い
う
関
係
か
ら

は
逸
脱
し
て
お
り
、
こ
の
ワ
キ
に
は
光
源
氏
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
見
え
る
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が）（1
（
注

、
こ
の
能
が
い
つ
ど
の
よ
う
な

興
味
で
作
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
代
々
の
役
者
た
ち
が
工
夫
を
重
ね
て
き
た
小
書
演
出
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
本
稿
は
小
書
演
出

の
整
理
に
留
め
、《
半
蔀
》
の
主
題
や
《
夕
顔
》
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　注　

１�　

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
『
文
学
史
上
の
『
源
氏
物
語
』』（
至
文
堂
。
1
9
9
8
年
6
月
）所
収
。

　
　

2　

小
田
幸
子
「
能
の
舞
台
装
置
─
作
り
物
の
歴
史
的
考
察
─（
下
）」（『
能
楽
研
究
』
13
号
。
1
9
8
8
年
3
月
）

　
　

3　

国
文
学
研
究
資
料
館
「
連
歌
・
演
能
・
雅
楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

　
　

4�　

書
上
類
で
も
鴻
山
文
庫
蔵
『
習
事
附
目
録
』
に
収
め
ら
れ
る
「
安
政
四
年
五
月
宮
谷
映
書
上
」
に
「
〇
半
蔀　

立
華
供
養
」
と
登
場
し
、

「
〇
印
之
分
此
度
書
加
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

5　

上
演
日
時
は
不
明
で
素
姓
の
判
ら
な
い
役
者
も
い
る
が
、
春
藤
六
右
衛
門
が
没
し
た
明
治
26
年
以
前
の
記
録
。

　
　

6�　
「
弓
語　

隅
田
川
長
語　

道
成
寺
語　

船
弁
慶
語　

敦
盛
語　

芭
蕉
語　

忠
度
語　

誓
願
寺
語　

源
氏
供
養
語　

朝
長
語　

半
蔀
」
の

十
一
曲
。

　
　

7�　
「
第
四
回
下
掛
宝
生
流
能
の
会
」（
令
和
五
年
四
月
二
十
九
日
）チ
ラ
シ
に
は
、「
立
花
」
の
語
リ
に
つ
き
「
元
来
一
子
相
伝
と
さ
れ
る
大
事
な
語

り
物
で
、
現
在
ま
で
大
切
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
」
と
説
明
が
あ
り
、
番
組
の
小
書
も
「
立
花
供
養
」
と
「
脇
語
」
が
二
つ
並
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
　

8　

奥
書
に
よ
れ
ば
、
福
王
盛
章
が
寛
政
十
二
年
に
記
し
た
本
を
高
道
が
天
保
八
年
に
書
写
し
た
も
の
。
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9　

恵
阪
悟
「
福
王
流
「
脇
語
」
の
名
称
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
文
学
』
92
。
2
0
0
8
年
3
月
）。

　
　

10�　

伊
藤
正
義
「『
福
王
家
宝
物
目
録
日
記
』
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
37
巻
7
号
「
塚
原
鉄
雄
教
授
退
任
記
念
号
」
1
9
8
5
年
3
月
）。
翻
刻
も
掲
載
。

　
　

11　

注
2
の
論
文
参
照
。

　
　

12　

現
在
も
下
掛
宝
生
流
と
和
泉
流
と
は
「
立
花
供
養
」
の
相
手
を
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る（
宝
生
欣
哉
氏
談
）。

　
　

13　
「
能
《
半
蔀
》
の
ワ
キ
」（『
む
ら
さ
き
』
58
輯
。
紫
式
部
学
会
。
武
蔵
野
書
院
。
2
0
2
1
年
12
月
）。


